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浜に届ける釧路水産試験場の今

■平成20年度釧路水産試験場事業計画

』研究成果及び技術情報
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○釧路東部海域におけるケガニ標識放流試験について(資源管理部)--･18

○アカボヤの採苗に成功 !?(資源増殖部)
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釧路水.武だより No89(2OO8)

平成20年度釧路水産試験場事業計画

◇資源管理部

課 題 名 事 業 内 容

漁業生物の資源 .生態調査 北海道の重要漁業生物について､漁業 .資源のモニタリング､および

研究 生物特性や来遊分布様式 .漁場形成要因などの解明を行い､漁況予測や

【一般試験研究費】 資源評価の精度向上を図るとともに､資源の維持 .増大と計画的な漁業

(H元～) 経営に寄与するo

【当場資源管理部担当】

シシャモ､ケガニ､エビ類､キチジ､スケ トウダラ､ホッケ､イカ類､

サンマ､マイワシ､マサバ

海洋環境調査研究 北海道周辺海域の沿岸から沖合にかけての漁場環境を定期的かつ長期

【一般試験研究費】 的に調査し､海洋の構造と変動を明らかにするとともに､水産資源の餐

(H元～) 動予測や漁場形成予測等に役立てるo

漁況 .海況予報調査 漁場は水温分布等によって形成されるため､海洋環境からどこに良好

【一般試験研究費】 な漁場が形成されるのかを予測し､漁業者にその情報を提供することに

(S51-) よって､操業の効率化と資源の効率的利用を図るo

資源評価調査 我が国200海里内の資源量の的確な算定を行うため､主要魚種を対象と

【受託試験研究費】 した漁獲情報の収集､生物調査の実施､資源の解析などを行い､本道周

(H7-) 辺海城における適切な資源評価に結びつける○

トド捕食影響調査 北海道ではトドによる漁業被害が深刻化しているため､ トドの食性に

【受託試験研究費】 関する科学的データの収集と解析を行い､ トドと餌生物や漁業との関係

(H16-) を明らかにするo

秋さけ延縄漁業調査 根室及び釧路､十勝沖太平洋海域で行われている秋さけ延縄漁業で漁

【道各部予算】 獲対象となっている ｢秋さけ｣の資源構造と漁場形成状況､本道系と本

(水産林務部漁業管理課)(S56-) 州系の割合などを明らかにし､資源の有効利ノ削こ役立てるo

水産資源管理総合対策事業 水産資源の持続的利用を目指し､資源評価結果などの科学的知見に基

責 づく､関係漁業の実態に見合った資源管理対策の検討 .実践のため､資

【道各部予算】 源管理手法の開発､モニタリングを実施するo

(水産林務部漁業管理課) 【当場資源管理部担当】

(H17-) えりも以東/ハタハタ

コマイ資源調査 コマイは根室支庁管内の重要な漁獲対象種であるが､漁獲量変動が大

【依頼調査 .研究】 きく､安定した資源とはいい難いoそこで漁業生産の計画性を高めるた
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釧路/k紙だより No89(2008)

◇資源増殖部

課 題 名 事 業 内 容

漁業生物の資源 .生態調査 北梅道の重要漁業生物について､漁業 .資源のモニタリング､および

研究 生物特性や来遊分布様式 .漁場形成要因などの解明を行い､漁況予測や

【一般試験研究費】 資源評価の精度向上を図るとともに､資源の維持 .増大と計画的な漁業

(H元～) 経営に寄与するo

【当場資源増殖部担当】

ホツキガイ

ホタテ貝殻混入型人工礁に ホタテ貝殻混入型の人工樵について､海藻類の植生の経年変化を把握

関する研究 し､特にコンプ三煩の着生と生産性について解析し､それらの結果からホ

【受託試験研究費】(H16-H20) タテ貝殻混入型人工樵のコンプ礁としての可能性を評価する○

マイクロサテライ トDNA 各地の漁業者-の聞き取 り調査を強化し､過去におけるマツカワの分

をマーカーとした追跡調査 布､移動マップを作成するoまた､外部楳謂餌こ代わるものとしてDNA

と漁業者-の聞き取り調査 マーカーを用い､DNA型が既知の種苗を放流して追跡を実施する.こ

によるマツカウの分布 .移 れらの情報とこれまで得られた生態学的知見をもとに放流種苗の放流効

動マップの作成と放流効果推定【受託試験研究費】(H18-H20) 巣の評価精度向上を図るとともに､再生産-の貢献状況を把握するo

ア力ボヤの採苗技術開発と アカボヤの採苗技術を開発して種苗の安定生産技術を確立するととも

稚ボヤの育成に関する研究 に稚ボヤの育成試験を行い､増養殖技術の開発に資するための知見を収

【一般試験研究費】(H20-H22) 集する○

アサリ稚貝の定着を促進す ホタテ貝殻を盛砂材に活用 し､安定した稚貝着底壷が確保され､波浪

る海底境界層の物理環境の によって稚貝が減耗せず､泥分の堆積による大王違錐死のないアサリ増殖

解明 場を造成するための技術を開発する○

【受託試験研究費】 【当場資源増殖部担当】

(H19-H20) 浜中町の2カ所のアサ リ造成礁 (霧多布造成確､暮帰別造成礁)にお

けるアサリの成長をモニタリングする○また､両造成確においてアサ リ

の餌料と考えられる海水 .底泥中の藻類量や有機物畳を調査するoこれ

らのデータから､アサ リの成長と飼料環境の関係を検討するo

海域別栽培漁業推進費 北梅道栽培漁業推進協議会等､栽培漁業に関する各種会議の開催や､

【道各部予算】 栽培対象魚種の種苗生産 .放流に係る技術開発研究を進めることにより､

(水産林務部水産振興課) 各地域における栽培漁業の実施体制の整備と必要な技術を開発し､本道

(H12-) における栽培漁業の枇極的な推進を図るo

【当場資源増殖部担当】

○放流基礎調査事業

本道の栽培漁業をさらに推進していくため､種苗生産や放流に関する

技術開発を進める○

(対象種)(∋マツカワ､(塾湖沼性ニシン

栽培漁業地域展開事業費 梅城別栽培漁業推進費と連携し実施○(対象は湖沼性ニシンのみ)

【道各部予算】 (モニタリング体制の整備を行い､事業規模での放流効果実証試験を行
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◇加工部

課 題 名 事 業 内 容

脱血処理による道産サケの 道産サケの品質向上を図るため､脱血処理による生鮮 .冷凍品および

高品質化と安定供給システ 加工原料としての晶質と保存性を検討するoまた､サケ定置船上の限ら

ムの開発 れたスペースで脱血処哩を安全かつ効率的に行える装置開発を行い､潤

【重点領域特別研究費】(H20-H22) 費者に高品質な道産サケを安定的に供給するシステムを開発するo

｢一夜干し｣製造技術の高 一夜干しの製造は経験則に頗る面が多く､品質のバラツキが大きい現

度化に関する研究 状にあり､客観的な品質の優位性に基づく差別化技術が求められているo

【一般試験研究費】 そこで製造技術の高度化や製品の差別化を図るため､一夜干しの製造条

(H19-H21) 件と品質の関係を明らかにするo

海洋深層水を活用した生鮮 安全で美味しい生鮮貝頬の消費者-の提供と､海洋深層水の利用拡大

貝類の高品質化に関する研 を図るため､貝類を対象に海洋深層水で畜巷を行い､呈味性と安全性に

究 優れた生鮮貝類の生産 .流通システムの開発に向けた基礎的知見を集積

【一般試験研究費】(H19-H20) するo

クジラ肉の栄養 .機能性成 鯨類捕獲調査副産物 (赤身肉)の消費拡大を図るため､クジラの生物

分の解明とチル ド流通技術 学的特性と筋肉中の成分の関係を把握するとともに､チル ド (低温)保

の開発 管条件と晶質の関係を明らかにし､調査副産物を安定した品質で流通す

【民間等共同研究】(H20) るための条件を確立するo

イカ内臓を用いた養魚用高 北海道では水産加工残浮としてイカ内臓が大量に排出されるが､カ ド

機能性飼料の開発 ミウム (Cd)を含むことから有効利用の障害となっているoこのため､

【外部資金活用研究費】 効率的なカ ドミウム除去技術の開発と併せ､イカ内臓から飼料を調製し

(H18-H20) て飼料効果や機能性を明らかにする○

サンマのグローバル商品化 サンマ漁業は豊富な資源に恵まれながら､国内では需要が飽和状態に

のための高鮮度 .高効率加 あり､魚価安から漁業経営が厳しい状況にある○このためサンマの低コ

エ技術の開発 スト､高鮮度加工技術の開発により､国際競争力のあるグローバル商品

【外部資金活用研究費】(H19-H21) とし､輸出を促進し､水産業の活性化を図るo

魚介類の出荷前書義と環境 魚介類の晶質は､水温､塩漉度､酸素濃度等の環境条件により強く影

馴致による高品質化システ 響されることが知られ､体成分が変化することが明らかにされているo

ム技術開発 このため､環境馴致による品質改善を応用した商品化システムの構築と

【外部資金活用研究費】(H20-H22) 実用化を図るo

依頼試験 民間から依頼された水産物の試験 .分析を行い､安全で美味しい北海

【依頼試験費】 (H13-) 道水産物の流通製造の円滑化を図るo(利用部と共同)

水産加工技術普及指導 水産指導所､地域加工センターなどと連携して水産加工技術普及指導

事業を実施するo

【実施内容】

移動加工相談室の開催､巡回指導の実施､公設水産加工研究施設連絡会

- 3 -



釧路水.紙だより No89(2008)

◇利用部

課 題 名 事 業 内 容

未低利用水産資源を原料と 未低利用水産資源を原料として､従来の生餌より安価で選択的蛸集性､

したえびかご漁業用蛸集餌 洋上での作業性､貯蔵性などに優れ､生分解性にも配慮したえびかご漁

料開発試験【重点領域特別研究費】(H18-H20) 実用蛸集餌料を開発し､その製造技術を確立するo

海洋性動物由来プロテオグ 北海道内で漁獲される各種魚類の廃棄物のうち､特に軟骨を対象とし

リ力ン実用化製造技術開発 てその機能性が注目されている種々のタイプのプロテオグリカンの抽也

【外部資金活用研究費】(H20) 精製を目的とした実用化技術を開発するo

リファイナリーシステム構 海藻類は再生産性が高く､有望な水産バイオマス資源であるo海藻バ

築に向けた海藻原料処理技 イオマスを微細化 .液状化する方法について検討し､水産バイオマス燃

術の開発【受託試験研究費】(H20-23) 料 .エネルギー変換技術開発を支援するo

ウニの トレーサビリティ導 本道水産業-の トレーサビリティシステム導入を推進するため､ウニ

人に関する研究 を対象とした トレーサビリティシステムを構築するための要因､条件と

【受託試験研究費】 その波及効果 (経済効果の算定など)を明らかにする○当場ではエゾバ

(H19-H21) フンウニを対象とし､漁期中の品質及び呈味成分の把握を行い､ トレー

サビリティシステムで利用可能な付加価値情報の蓄積を行うo

衛生管理における食中毒菌 魚卵､塩辛など非加熱で製造､喫食される水産加工品ではリステリア

のモニタリングに関する研 汚染が危倶されており､一部製造施設では､バイオフィルム形成による

究 リステリア菌の汚染が確認されているoそこで非加熱食品製造施設から

【受託試験研究費】 バイオフィルムを採集し､その菌叢を分析し､バイオフィルムにおける

(H20) リステリア菌の消長について基礎調査を行うことにより､食中毒歯の効

巣的モニタリング方法確立に向けた基礎データを得る○

コンビナー ト型ヒトデ トー ヒトデから複数の有用な成分を製造し､それぞれの機能性を検討する

タル利用システムの開発 ともに廃棄物の低減化をはかる技術開発を行うoヒトデを水に浸漬し水

【外部資金活用研究費】 溶性成分 (免疫賦活物質 :サポニン)を抽出した後､ヒトデを丸ごと酵

(H20-22) 索分解することにより､分解液と残樺 (骨片)に分ける○分解液からは､

血糖値調節物質､コラーゲンペプチ ドを摘出するo残樺の骨片は､多孔

質性を利用した生物ろ過材として利用するoなお､技術開発を行 うにあ

たり､ヒトデを分解するためのニーダー､分解した液を分離する三相分

離機､精製するためのフィルタープレス､膜分離装置､精製後の乾燥莱

選などを用いた一連の工業化システムを構築するo

依頼試験【依頼試験費】 (H13-) (加工部調書に記載のため省略)
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(研究成果および技術情報)

根室海峡における早春の動物プランクトン鉛直分布

はじめに

根室海峡沿岸では羅臼漁業協同組合によってス

ケ トウダラ卵分布調査を目的とした動物プランク

トン採集が行われています｡今回､2006年 3月に

採集された動物プランク トン標本を解析する機会

があり､早春の動物プランク トン鉛直分布につい

て観察したので紹介します｡

調査方法

調査は2006年 3月23日午後の日中､羅臼町知円

別 沖2.9浬､水深558mの地点で行いました (図1

の赤丸)o水温､塩分はメモ リーSTDで測定 し

ました｡動物プランク トン採集には目合0.63mm

(NGG32)､臆過部側長250cm､口径80cmの開放型

のプランク トンネットを用いました｡減水計は装

着しなかったため､ネットの滝水効率を100%と仮

荏

図 1 調査地点 (赤丸 :プランク トン調査点､

黒丸 :スケ トウダラ卵調査点)
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平野 和夫

定し､曳網距離から波水量を算出しました｡曳網

速度は毎秒約 1mでした｡曳網ロープの傾角はほ

ぼ0度であったので､ロープ長を深度 とみなしま

した｡階梯採集法 (小久保 1963､海洋 ･湖沼プラ

ンク トン実験法)により動物プランク トン鉛直分

布の観察を試みました｡鉛値曳きを4回行ない

(①400m-Om､②300m-Om､③200m-Om､

④100m-Om)､各標本の曳網当たり動物プラン

ク トン畳について､(丑と②の差を300m～400m､

② と③の差を200m～300m､③ と④の差を100m

～200mにおける動物プランク トン量とし､これを

100m水柱の推定櫨水量 (50.3m3)で除して 1m3当

たりの動物プランクトン密度を求めました｡ただ

し差がマイナスの値になった場合は0としました｡

結果

水温､塩分

水温､塩分の鉛直分布を図2に示しました｡表

面水温は-0.5℃で､深度20mまで水温は低下し､

深度20-100mに水温-1oC以下の水温極小層が

ありました｡100m以深では水温は深さとともに

上昇し､深度340mで0.4℃となっていました｡表

面塩分は32.4でした｡表面付近での塩分変化は比

校的大きく､深度10mでは32.5以上となっていま

した｡50-100mにおける塩分変化は緩やかでし

たが､100m以深では深さとともに増加 し､深度

340mで33.26を示しました｡東カラフ ト寒流 (塩

分32以下)や宗谷暖流 (塩分33.6以上)の直接の

影響はな く､オホーツク海表層低塩分水 (塩分

32.5以下)に相当する水が10m以残に存在 し､

10m以深は中冷水 (水温-1-2℃､塩分33.0前

後)により占められていたと考えられました｡
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図2 水温､塩分の鉛直分布
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図3 動物プランクトン湿重量の鉛直分布
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図4 動物プランクトン個体数密度の鉛直分布

動物プランクトン湿重量

動物プランクトン湿重量は0-200m層で50mg

/m3前後､200-400m層では400mg/m3前後を示し､

200m以深に生物量の大部分が分布していました

(図3)0
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動物プランクトン個体数密度

動物プランクトン個体数密度の鉛直分布を図4

に示しました｡動物プランク トン中で卓越する

のはかいあし類の1種 Metr･idiaokhotensisで､

200m以深では300個体/m3以上の分布密度を示し､

動物プランクトン個体数の90%以上を占めていま

した｡また､個体数は少ないながら､かいあし類

MetridiaPacZf2'caも200m以深で10個体/m3以上出

現しました｡100m以残では動物プランクトンは

少なく､この水深帯では､かいあし頬 Neocalanus

flemine,o･eri(近縁種のNeocalanusPlumchrusと

の判別が困難なため､ここでは両種を区別せず､

全てN.flemingeriとしました)が10個体/m3以上

出現し､動物プランクトン個体数の60%を占めて

いました｡

主要種の鉛直分布と個体群組成

M.okhotensisではコペポダイト4-5期幼生 *

(C4､C5)と成体 (C6)が出現しました (図

5)｡個体群の大部分は200m以深に分布し､C4

～C6とも300m以探に分布の中心がありました｡

C5の個体数が最も多く､次いでC4､C6がほ

ぼ同量分布していました｡C5の段階では♂ (雛)

の比率が高く､成体 (C6)では♂が少なく､♀

(雌)の比率が商いという特徴がありました｡お

そらく､これは成体になってからの♂♀の寿命の

違いによるものと思われます｡

M.pacZf2'caではC5､C6が出現しました (阿
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図7 Neoca/anusi/emI'nger/-の鉛直分布

6)｡個体群の大部分は100m以深に分布していま

した｡C6♀は200-400mに多く､C5♀は200-

300mに多く､C5♂は100-200mに多く分布し

ました｡本種ではC5､C6とも♀の比率が高く

なっていました｡

釧路/A.拭だより No89(2008)

N.j7emingeriは300m以淡にのみ分布し､分布

の中心は100m以残にありました (図7) 0 C2-

6が出現しました｡C2は100-200mにごくわず

か出現し､C3-5は0-100mに多く分布し､C

6♀は200-300mにわずかにl生'.現しました｡C5

>C4>C3>C6♀>C2の順で個体数が多く

なっていました｡

おわりに

早春の根室海峡では日中､動物プランクトンの

多くが表層の極端な低水温を避けるように､200m

以深に多く分布することがわかりました｡ただ

し､今回多く出現した Metridia属 2種のかいあ

し類は大規模な日周鉛直移動を行うことが知られ

ており､日中と夜間では鉛直分布の様相が変化す

る可能性はあります｡

また､今回使用したプランクトンネットの網目

幅は0.63mlnと粗かったため､体サイズの小さなコ

ペポダイ ト初期幼生は通り過ぎた可能性がありま

す｡

動物プランクトンの鉛直分布を観察するために

は開閉式ネットを使った鉛直区分採集を行うのが

理想的ですが､そのような採集器具が無い場合､

今回紹介した開放型ネットを使った階梯採集によ

り､動物プランクトンの水平的不均一分布の影響

で精度は落ちるものの (また､解析に供する動物

プランクトン試料の畳が増えるため､手間がかか

るものの)､鉛直分布の概要をとらえることは可能

と考えられました｡

最後に試料を提供していただいた羅臼漁業協同

組合に感謝いたします｡

*浮遊性かいあし類は卵からふ化した後､脱皮に

より成長し､成体と全く異なる形態をしたノープ

リウス1-6期幼生を経て､成体に似た形態のコ

ペポダイ ト期-と成長する｡コペポダイ トは1-

6期が存在し､6期日で成体となる｡

(ひらの かずお ･資源管理部)
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無眼側の体色によるマツカウ漁獲物の雌雄推定について

美坂 正 ･佐々木 正義

種苗放流により復活したマツカウ資源

マツカワ(学名 :Veraspermoseri)は､全長70cm

以上になる大型のカレイ類で､低水温でも成長が

速く､また市場価値が高いことから､北日本の栽

培漁業対象種として期待されています｡えりも以

西海域 (函館市南茅部～えりも町)では､マツカ

ワ放流種苗の生産施設である栽培漁業拠点セン

ターが整備され､2006年から100万尾規模の放流

が開始されました｡

えりも以東海域 (広尾町～羅臼いけ､図 1)では､

現在､試験放流の段階ですが､2001年以降は毎年

6万尾以上が放流されており､2006年には過去最

高の約23万尾､2007年には過去2番目の約19万尾

が放流されました (図2a)｡えりも以東海域全体

の漁獲量は､漁獲統計資料が盤っている1989年以

降では1998年まで 1トン未邪でしたが､2001年以

降は右肩上がりに増加し､2007年は18.6トンに達

しました (図2b)0

現在漁獲されているマツカワは､人工種苗の特

徴である体色異常や放流前に装着される標識の出

現状況からほとんどが放流魚と考えられるため､

近年の漁獲量増加が放流効果であることは間違い

ありません｡

143oE 144oE 145oE 146oE

図1 えりも以東海域の位置
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図2 マツカウの放流尾数と漁獲量の推移

写真 1 釧路副港に水揚げされたマツカワ

(2007年10月31日ししゃもこぎ網漁獲物)



黄色は雄?

このように､人工種苗放流のおかげで盛漁期で

ある秋になると道東各地の市場に多数のマツカワ

が水揚げされるようになりました (写真 1)｡この

漁獲物の体サイズなどを市場で調べていると､マ

ツカワには鯨 眼側 (眼のない側)の体色が白い個

体と黄色い個体がいることに気付きます｡なかに

は濃い黄色やオレンジ色の僧体もいて､体色異常

のようにもみえるため､仲買業者さんなどから｢黄

色は放流か?｣と聞かれたこともありました｡こ

のときは､図鑑などの記載に基づいて､｢現在漁獲

されているマツカワはほぼすべて放流魚であり､

黄色はおそらく雄です｣と答えましたO

ここで､マツカワの体色に関する図鑑の記載を

確認してみます｡日本産魚頬大図鑑第二版には｢雛

では無限側は樫黄色｣(坂本､1988)､漁業生物図

鑑北のさかなたちには ｢一般に無眼側は雌では白

く､雛では樟黄色であるために､雌雛を区別でき

るが､中には無限側の白い雛もいる｣(富永､1991)､

新北のさかなたちには ｢無限側が燈黄色のものが

雛､白色のものが雌とする人もいるが､実際には

白い雛もあり､さらには人工種苗では棲黄色の雌

も出るなど､無限側の色による雌雛の判別は難し

い｣(松田､2003)と記載されていました｡

無眼側色による雌雄判別は可能か?

高価なマツカワを購入しなくても魚体の観察だ

けで雌雄判別ができるとすれば､この方法は放流

効果調査や繁殖生態研究などに活用できる可能性

があります｡このため､2007年から､写真2のよ
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うに 【黄 ･淡黄 ･自】の3区分 (客観的な基準は

定めていない)で判定することにより､性別と無

眼側色の関係を調べてみることにしました｡

これまで計313尾についで性別と無限側色の関係

を調査した結果､雄120尾巾､黄57尾､淡黄46尾､

白17尾､雌193尾巾､淡黄11尾､白182尾となりま

した (表 1､図3)｡これより､黄または淡黄を雛､

白を雌とした場合､班では86%､雌では94%､全

体では91%が無限側色により性を推定できたこと

になります｡このことから､松田 (2003)のとお

り､無限側色による雌雄判別は確実ではありませ

んでしたが､高い確率での推定は可能であると考

えられました｡

写真2 漁獲物標本の無眼側色と性別

(2007年12月20日釧路沖合刺網漁獲物)

表 1 漁獲物標本における性別と無眼側色の関係 (2007年9月～2008年2月)

調査 [L..人E_ー ′ 日..､ E3一 ､ 雄 雌
漁協 漁法 調査月 E;'芸L.L=⊥ 平均全長 mm (最小 ～ 最大 )

尾数計 T>''エi=X…L'' ､服リ' ~ 服/＼ ′ 黄 淡黄 白 計 淡黄 白 計

広尾漁協 ししゃもこぎ網 11 92 360 (296 - 504 )25 23 7 55 1 36 37
大津漁協 さけ定置網 9-10 50 485 (219 - 630 )10 1 11 39 39

白糠漁協 ししゃもこぎ網 11 13 356 (320 - 398 ) 2 2 2 9 11
釧路市漁協 刺網 11-2 99 370 (292 - 584 )20 21 7 48 4 47 51

羅臼漁協 刺網 12 59 342 (279 - 548 ) 2 2 4 4 51 55
計 313 383 (219 - 630 )57 46 17120 11 182193
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図3 漁獲物標本における性別と無眼側色の関係

(2007年 9月～2008年2月)
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図4 雄個体における全長と無眼側色の関係

(2007年 9月～2008年 2月)

なぜ体色に雌雄差があるのか?

ヒラメ ･カレイの仲間ではマツカワのように雌

雄で体色が明瞭に異なる種はあまり知られていな

いようですが､マツカワではなぜ体色に性差があ

るのでしょうか?

今回調査した雛120尾について全長別に無限側色

を調べてみたところ､大型になるほど黄色個体が

多くなる傾向がみられました (図4)｡また､2007

年12月に釧路沖合刺網で漁獲された雛個体につい

て､全長､生殖腺体指数と鮒恨側色の関係を調べ

てみたところ､無限側が黄色の雛はすべて生殖腺

体指数が高くなっていました (図5)｡これらのこ

とから､無眼側の黄化は雛の性成熟に関係してい

る可能性があります｡

魚類一般で体色に性差がある種を考えてみると､

サケ科､アイナメ科､ベラ科など､繁殖期に婚姻

-10-

色に変化し､求愛行動やペア形成を行う種が多い

ようです｡マツカワでは水槽内での自然産卵に関

する研究から受精には雌雄のペアリングが必要で

あることが指摘されています (萱場､2005)0

これらのことから､雛の無限側に現れる黄色は､

産卵期にペア形成を行 うために必要な成熟オスの

婚姻色なのかもしれません｡
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図5 雄個体における全長､生殖腺体指数､無眼

側色の関係(2007年12月釧路沖合刺網漁獲物)

生殖腺体指数- (生殖腺重量/内臓除去重

量)×100

放流効果調査への活用

はじめにマツカワの漁獲量増加は放流効果によ

るものであると述べましたが､マツカワ栽培漁業

の経済的な評価や今後の展開方向の検討を行 うた

めには､放流魚が何歳で何尾漁獲されたか､各年

齢における体サイズや価格はどうだったかをでき

るだけ正確に把握しておかなければなりません｡

このため､釧路水産試験場では､各漁協の月別漁

法別漁獲量や､漁獲物の全長 ･重量データ (市場

での現場測定によって得られる)､年齢全長関係式

(漁獲物を購入して実施する標本調査によって得ら

れる)などから年齢別漁獲尾数を推定しています｡

これまでは雌雛込みの全長組成データから年齢

別漁獲尾数を推定していましたが､えりも以東海

域では図6のように3歳以降になると雌雛の全長

に大きな差が生じるため､3歳の雛を2歳と推定

してしまうなど､精度にはいくらか問題があった

と考えられます｡今後､市場での調査項目に無限



側色を追加 し､雌雄別の全長組成データが得 られ

るようになれば､年齢別漁獲尾数推定における精

度の向上が期待できます｡
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図6 漁獲物標本における年齢､全長､無眼側色

の関係 (2007年9月～2008年2月)

繁殖生態研究への活用

えりも以東海域で漁獲されているマツカワは全

長30-40cmが主体であり､全長45cm以上 (4歳以

上)の雄や全長60cm以上 (5歳以上)の雌はあま

り漁獲されていません｡これは､小型サイズでの

漁獲が多過ぎることだけでなく､性成熟 した成魚

が海域外-移動することも影響しているのではな

いかと予想 しています｡また､東北地方太irLt=)相打

の沖合海域で漁獲されているマツカワは､北海道

での漁獲が少ない 1-4月が主要漁期であり､キ

マツカワと呼ばれる無限側が黄色い全長40-50cm

の個体 とメマツカワと呼ばれる無限側が白い全長

60-70cmの個体が主体であるという情報がありま

す (佐々木､2007)0

これらのことから､えりも以東海域で性成熟 し

たマツカワは他海域-移動 し､東北太平洋海域ま

で産卵のため回遊している可能性も考えられます｡

今後､北海道から東北太平洋沿岸の各地における

漁獲状況 (サイズ､時期､尾数など)を無眼側の

体色別に把握できれば､雌離別に回遊を開始する

サイズや時期などを解明することができるかもし

れません｡
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今後の課題

2007年度に性別 と無眼側色の関係を調べた時期

は性成熟が進行する秋から冬であったため､春か

ら夏にかけても同じように無眼側色による雌雛推

定が可能であるかどうかは不明です｡このため､

さらにこの調査を継続することにより､周年利用

できる方法であるかどうかを検証 していきたいと

思います｡

また､この結果を活用 して雌離別の漁獲状況を

把握 し､精度の高い放流効果の推定や繁殖生態の

解明に役立てていくためには､各地域の栽培漁業

推進協議会 (漁協､市町村)の皆様のご協力によ

る市場調査の実施が必要となります｡このため､

今後ともマツカワの市場調査について､ご理解､

ご協力いただけますようよろしくお願いいたしま

す｡

参考文献

坂本一男 :マツカワ.益田-他 (編)日本産魚類

大図鑑第二版.東悔大学出版会,東京.P.337

(1988)

富永修 :マツカワ.長樺和也 ･鳥揮雅 (柄)漁業

生物図鑑北のさかなたち.北日本海洋センター,

札幌.PP.196-197(1991)

松D]泰平 :マツカワ.水島敏博 ･烏揮雅 (監修)

漁業生物図鑑新北のさかなたち.北海道新聞社,

札幌.PP.242-245(2003)

萱場隆‖召:マツカワの種苗生産技術に関する研究.

北海道立水産試験場研究報営69:1-119(2005)

佐々木正義 :聞き取 り調査から推定される北海道

と東北太平洋で漁接されるマツカワの関係.マ

リンネット北海道ホームページ.試験研究は今

592:URLhttp:Pwww.fishexp.pref.hokkaido.

jp/shikenima/551TO600/592/592.htm (2007)

(みさか た だ し ･資源増殖部)

(ささき まさよし ･資源増殖部)



釧路水武だより No89(2008)

海洋深層水を活用した生鮮貝類の高品質化-1

1 はじめに

海洋深層水は､一般に深度200m以下の深海に分

布する海水を指し､低温安定性と清浄性が特徴で､

全国的にその利活用の取り組みが行われています｡

道内では､羅臼町､岩内町､八雲町 (熊石)に海

洋深層水の大型取水施設が建設され､主に水産物

の鮮度 ･衛生管理などに使用されています｡

また､海洋深層水を利用した製品として清涼飲

料水や化粧水などが販売されていますが､製造工

程の副産物として濃縮塩水が大量に発生し､さら

なる利活用も望まれています｡

ところで､貝類は生息環境の変化に応じて､細

胞内浸透圧調節物質 (オスモライ ト)の墓を変化

させることが知られています｡例えば､一般的な

海水の塩分濃度は3.4%ですが､これよりも高い塩

分の環境では､オスモライ トとして遊離アミノ酸

が増加するという報告があります｡この遊離アミ

ノ酸は水産物の甘味や うま味など､味の発現に関

与する成分です｡

そこで､｢海洋深層水の波縮塩水｣を活用した蓄

菱で､美味しい貝類を生産する技術の可能性を探

るため､羅臼漁業協同組合､(有)らうす海洋深層

水､羅臼町の協力を得て､ラウスパイ(学名 :Buccinum

rausicum)の蓄養試験を行いました｡

今回の試験で対象としたラウスパイは､羅臼地

域では主にカレイ刺し網で混獲されますが､市場

での流通量は少なく､生鮮での付加価値向上が求

められているものです｡

2 試験の方法と分析項目

試験は､200リットル円形水槽に海洋深層水の原

水 (対照区 :塩分3.7%)および原水とその濃縮塩

水を混合した高塩分海水 (高塩分区 :塩分4.5%)

の2区分を設け､各水槽にラウスパイ18固体を収容

し､エアレーションと毎日100リットルの換水を行

い､4日間行いました｡

なお､試験には平均殻長110mm､殻幅62mln､全重

- 12 -

辻 浩司 ･野俣 洋 ･菅原 玲

量184gのラウスパイを用いました (写真1)0

分析は､蓄養0､2および4日目に､両区から5検

体を無作為に取り出し､可食部 (軟体部から内JJ蔵

を除去した部分)の歩留まり､水分､塩分および

遊離アミノ酸の測定を行いました｡また､両区に

ついて､3点比校法による刺身としての官能検査も

実施しました｡

写真1 ラウスパイと蓄養試験風景



3 ラウスパイの蓄養結果

図1に畜養中の可食部歩留まり(軟体部重量に占

める可食部重量割合)の変化を示しました｡

対照区と高塩分区での歩留まりの差はみられませ

んでした｡なお､蓄養中の水温は3.5℃で推移しま

した｡

0

0

0

4

3

2

(

./o
)
rq枇
駆

胎爺
胡
Lgr

0

0日 2日 4日

ラウスパイ蓄養日数

図1 ラウスパイの可食部歩留まり

Ⅰ:標準偏差

蓄養中の水分量は､個体差が大きいものの､対

照区では大きな変化が見られなかったのに対して､

高塩分区では2日目以降､79%から74%まで減少し

ました (図2)0

一〇一対照区 -●一高塩分区

阜 十

0日 2日 4日

ラウスパイ蓄養日数

図2 ラウスパイの水分量

Ⅰ=標準偏差
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塩分量は1.6%から1.8%まで､変化は小さいも

のの､2日目の高塩分区でやや高い値でした(図3)0

遊離アミノ酸総量は､2日目以降､高塩分区が対

頗区より高い値で推移し､何れのアミノ酸も高塩

分区に多く含まれていました (図4､表1)0
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一一〇一 対照区 一一●一高塩分区

巨 = : 吾 ∃

0日 2日 4日

ラウスパイ蓄養日数

図3 ラウスパイの塩分量

Ⅰ‥標準偏差

一一〇一対照区 一 高塩分区

p - f 二 三

0日 2日 4日

ラウスパイ蓄養日数

図4 ラウスパイの遊離アミノ酸総量

Ⅰ:標準偏差

表1 ラウスパイの主要遊離アミノ酸組成

mg/100g

0日 2日 4日

対照区 高塩分区 対照区 高塩分区

タウリン
グルタミン酸
グリシン
アラニン
アルギニン
プロリン
サルコシン

178 174 233
34 30 43
5 5 9
38 57 67
96 96 140
88 71 117
179 209 226

193 217
25 46

8 12
45 88
128 148
68 142
228 277
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識別試験 色合い 硬さ(食感) うま昧 臭い 塩味

晴好試験

識別試験 【二二二:コ 正解者 [::= コ 不正解者

晴好試旗 I l高塩分区を好む 惚携機 矧 対照区を好む

図5 ラウスパイ刺身の官能試験結果

蓄養したラウスパイの官能試験を行ったところ､

対順区と高塩分区は15人中11人に識別され (危険

率1%)､｢硬さ｣は対照区が好まれましたが､｢旨

味｣と｢塩味｣は高塩分区が好ましい (危険率5%)

という結果でした (図5)0

以上､成分分析および官能試験により､高塩分

環境でラウスパイを短期間蓄養することにより遊

離アミノ酸が増加し､呈味性が向上することが確

認できました｡

4 おわりに

今回は､海洋深層水とその濃縮塩水を活用した

高塩分蓄養により､ラウスパイの遊離アミノ酸が

増加し､呈味性が向上することを紹介しましたが､

この背嚢技術を実用化するためには､収容密度や

蓄養期間の短縮を検討するとともに､呈味性を向

上させたラウスパイの市場性についても把握する

必要があります｡

水産試験場では､今後とも地元の協力を得なが

ら､地域水産物の新たな差別化技術の確立に向け､

取り組んで行きたいと考えています｡

(つじ こうじ･加工部 )

(のまた ひろし･加工部 )

(すがわら あきら･現中央水試加工利用部)
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未利用海藻有効成分の鶏卵への蓄積

飯田

1 はじめに

鶏は､特定の成分を卵､特に卵黄に蓄積しやす

い性質があると言われています｡この性質を応用

して､ミネラルやビタミン類など特定の栄養成分

を強化した卵を ｢特殊卵｣と呼んでいます｡既に

市販されている ｢ヨー ド卵｣や魚の健康成分､ ド

コサヘキサエン酸 (DHA)を多く含む ｢DHA卵｣

もそれらの中の一つです｡

一方､最近の研究では海藻には健康に良い成分

が含まれることが明らかになっています｡道東海

域には大量の未利用海藻が存在し､その有効利用

が求められています｡私たちは未利用海藻を飼料

として鶏に与え､健康によい成分を卵に蓄積させ

ることができれば､未利用海藻の付加価値向上に

つながるものと考えました｡ここでは､道立畜産

試験場との共同研究 (平成17-18年)による未利

用海藻を原料とした鶏用飼料開発試験の結果を紹

介します｡

2 飼料の調製

原料には未利用海藻の一つであるアイヌワカメ

(学名 :AlarJlaPraelonga)を用いました｡アイヌ

ワカメはコンプと同じ褐藻類で､フコキサンチン､

フコステロール､DHAやイコサペンタエン酸(IPA)

を含む∽3系脂肪酸などの褐藻頬に共通する健康に

よいとされる有効成分が含まれています｡フコキ

サンチンは褐藻類に含まれる色素で抗肥満効果が

期待されており､フコステロールには高コレステ

ロール症の抑制､DHAやIPAは学習能力の向上や

生活習慣病の予防に効果があることが知られてい

ます｡

当初､市販飼料に海藻の粉砕物を混ぜ合わせて

鶏に与えましたが､そのまま与えても有効成分の

卵-の蓄積は認められませんでした｡また､上記

の成分がすべて脂溶性 (油に溶ける)成分である

ことから海藻の水溶性成分 (ミネラルなど)を水

洗で除去し､相対的に脂溶性成分濃度を高めたも

訓之 ･菅原 玲 ･宮崎亜希子 ･北川 雅彦

のを鶏に与えましたが､この場合も有効成分の蓄

積は認められませんでした｡さらに､海藻の配合

割合を増やすと飼料の摂取量が低下し､産卵量も

低下する傾向を示しました｡このため､有機溶剤

を用いて海藻から直接脂溶性成分を抽出し､この

紬出物を市販飼料に混ぜて鶏に与え､蓄積の有無

を検討しました｡

鶏に対する飼料は､表 1に示すように市販飼料

(対照区)､市販餌料に対して1%の海藻脂溶性抽

出物とこの抽出物の酸化防止用にビタミンE(VE)

を加えたもの (1%十VE添加区)､ビタミンEのみ

を加えたもの (VE添加区)の3区分とし､｢さく

ら｣という採卵鶏品種に4週間給与しました｡

表1 海藻の脂溶性抽出物餌料配合割合

区 分 脂溶性抽出物* ビタミンE* 試験鶏数

対照区 5

VE添加区 0.001% 5

1%+VE添加区 1% 0.001% 5

*市販餌料に対する添加割合

3 海藻飼料の効果

図1に供試飼料及び給与後に採卵した卵黄中の

カロチノイ ド系色素の分布について分析した結果

を示します｡褐藻類に特有のカロチノイ ド系色素

フコキサンチンが脂溶性抽出物中に認められまし

た｡他のルテイン等の色素は元々配合飼料に含ま

れるトウモロコシ等に由来する色素です｡海藻由

来のフコキサンチンに注目すると､卵黄中にはフ

コキサンチンは検出されず､その代謝物であるフ

コキサンチノールが検出されましたOフコキサン

チノールは北海道大学において抗肥満効果がある

ことが最近､明らかにされています｡

海藻脂溶性抽出物を給与した鶏の卵は､オレン

ジ色に着色したものが多く､対照区と容易に識別

できました (図2)｡また､測色色差計という装置

で卵黄の色調を計測した場合も､図3のように赤

色の強さを示すa*値が試験区で高いことが確認で
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飼 料
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･2 Ⅰ‥標準偏差
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きました｡この色調の変化は､海藻由来の色素に

よるものと考えられますが､上記の有効成分の色

素であるかは不明です｡卵黄の鮮やかな色調は消

費者が品質を判定する際の重要な要素となるとさ

れ､海藻飼料は色調改善の効果が期待できます｡

ただし､卵黄の肉眼観察やa可直の測定値から判断

して､色調のバラツキがあるようです｡

次にフコステロール含量について調べた結果を

図4に示しました｡この図からフコステロールは

有意に卵黄中に蓄積されることが示されましたが､

その量は飼料に含まれる量と比べて低い値でした｡
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飼 料 卵 黄

図4 飼料及び卵黄中のフコステロール量

*1アルファベットの違いは危険率5%で有意差あ

k'2 I:標準偏差

最後にW3系脂肪酸について調べた結果､対照区

と比べて40%の増加が認められました｡(03系脂肪

酸の中で､もっとも増加量が多かったのはDHAで

あり､図6に示したように､卵黄中には対照区と

比べて50%以上増加することがわかりました｡飼

料中のDHA含量はかなり低濃度ですが､海藻に含

まれる他の脂肪酸が代謝により､DHAに変化し､

蓄積されるものと推定されます｡

また､この試験では鶏卵ばかりではなく､肉用

鶏についても上記と同様の試験を行い､肉 (モモ

肉)について分析しましたが､こちらの方はいず

れの有効成分も蓄積は認められませんでした｡
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図5飼料及び卵黄中のW3系脂肪酸量

*1アルファベットの違いは危険率5%で有意差あり

･2 Ⅰ:標準偏差

図6 飼料及び卵黄中のDHA量

ルフアベットの違いは危険率5%で有意差あ
:標準偏差

4 終わりに

今回の試験では､いずれの有効成分も鶏卵に蓄

積されることが明らかになりました｡その中で特

にW3系脂肪酸の蓄積がもっとも顕著でした｡(03

系脂肪酸は､DHAやIPAなどに代表される水産物

に多く含まれる脂肪酸で最近は生活習慣病に対す

る予防や抗アレルギー性などで注目されています｡

残念ながら､海藻をそのまま鶏に与えても卵には

有効成分は蓄積せず､摘出操作によりコストが高

くつくことが予想されます｡これは､元々海藻の

脂溶性の有効成分は低濃度であるためと考えられ

ます｡今後､有効成分の効率的な抽出法の開発が

期待されます｡

最後になりましたが､本研究に使用した海藻試
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料は歯舞漁業協同組合から提供していただきまし

た｡この場を借りてお礼申し上げます｡

(いいだ としゆき ･利用部 )

(すがわら あきら ･現中央水試加工利用部)

(みやざき あきこ ･現網走水試加工利用部)

(きたがわ まさひこ ･利用部 )
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(寄り昆布 (トピックス))

釧路東部海域におけるケガ二標識放流試験について

標識放流は､ケガニ (学名 :Erimacrusisenbekii

(Brandt))の分布や移動等を知る方法として非常

に有効な調査です｡この調査は､道東海域では1960-

70年代に主に実施されましたが､当海域では､1980

年代以降､約20年以上も行われておらず､漁業者

からの要望もあり､2005年度から実施することと

しました｡調査は､2005､2006年度は8月に､2007

年度は6､8月に､釧路Plrから厚岸､浜中町に及ぶ

水深20-100mの海域で､写真1に示すような標識を

つけて行いました (2005年度 ;285尾､2006年度 ;

439尾､2007年度 ;919尾)｡

2007年度調査の再捕報告 (2008年4月11日現在)

は､表 1のとおりで､22尾の報告があり､そのほ

とんどが2月以降の漁期中に再捕されました｡こ

のうち19尾が2007年6月､3尾が2005および2006年

に放流されたものでした (表1;No.6,ll,18).

再捕ポイントについてみると､昆布森周辺では

放流水深 (図巾a,b,C)より深い侮城-､厚岸 (図

中d)､散布 (図中e,f)､浜中 (図中g,h)周辺では

浅い梅域-移動していました｡さらに散布､浜中

では､再捕のほとんどが放流ポイントより東側と

なっていました｡

また､放流から再捕までの期間に脱皮したと思

写真 1 標識ケガニ

安永 倫明

われる個体も3例あり､約14-20%程度成長してい

ました (表1のNo.3,ll,18)0

このように市浦データから､移動だけでなく､

脱皮周期や成長に関する情報も得ることができま

す｡このような再捕結果を蓄積することは､今後

資源の持続的な利用を検討する上で重要な情報と

なります｡このためには漁業者ならびに市場関係

者の方々の協力が不可欠です｡楳誠のついたケガ

二をみつけた場合は､水産試験場や水産技術普及

指導所-連絡して下さい｡

表 1 標識放流されたケガ二の再捕結果

与
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-｡
-

弛

-5
ぷ

2-7
2-9
5-9
2-

2
2-6
2-1

2-1
崇

2-9
2-9
2-3
2-3
2-4
5-3
306
306

3

04
3

過経 別悼

雄
雄
雄
雄

雄
雄
雄
雄

雄
雄
雄
故

地
雄
稚
拙
地
軸
雄
雄
雄

拙

No 放流場所 水深(m)放流 月 日 再 捕月日

1昆布森沿
2昆布森沿

LEj
荏

40 2007/6/6 2007/8/30
50 2007/6/6 2007/9/12

3厚岸沿岸 86 2007/6/6 2007/12/17
4昆布森沿岸 50 2007/6/6 2008/2/8
5昆布森沿岸 50 2007/6/6 2008/2/20
6散布沿岸 86 2006/8′22 2008/3′3
7厚岸沿岸 86 2007/6/6 2008/3/4
8昆布森沿岸 50 2007/6/6 2008/3/8
9散布沿岸 60 2007/6/6 2008/3/13
10浜中沿岸 65 2007/6/6 2008/3/13
11浜中沿岸 762005/8/18 2008/3/17
12厚岸沿岸 86 2007/6/6 2008/3/21
13昆布森沿岸 50 2007′6/6 2008/3/21
14昆布森沿岸 40 2007/6/6 2008/3/21
15,集中沿岸 65 2007/6/6 2008/3/25
16J兵中沿岸 48 2007′6/6 2008/3/25
17散布沿岸 60 2007/6/6 2008/3/26
柑 散布沿岸 8 3 2006/8/22 2008/3/27
19散布沿岸 60 2007/6/6 2008/4/7
20浜中沿岸 48 2007/6′6 2008/4/7
21浜中沿岸 48 2007/6/6 2008/4/5
22散布沿岸 70 2007/6/6 2008/4/5

図1 標識ケガ二の放流および再捕ポイント

(やすなが ともあき ･資源管理部)
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アカボヤの採苗に成功./?

アカボヤ (学名 :Halocynthiaaurantium

aurantium)は根室湾や宗谷海峡で主に漁獲され､

刺身や酢の物､塩辛として食べられていますが､

道内における漁獲量は近年減少傾向で推移してお

り､各地の漁業関係者の方々から資源増大に向け

た増養殖技術の開発が要望されています｡こうし

た背景から､釧路水産試験場では平成20-22年度

に､栽培水産試験場と共同で､天然海域において､

いつ ･どこで ･どの水深に ･どんな採笛器を設置

すればアカボヤを効率的に採苗することができる

かを明らかにするための事業を実施することにな

りました｡

この研究では､調査海域として選定した根室支

庁管内別海町沖合において､実際に採苗試験を行

う予定ですが､採苗器としてどの程度の大きさ･

表面積の物を使用すればよいのか､採苗器に付着

したアカボヤを顕微鏡観察で確認できるのかなど､

調査方法を決めていく上で必要な情報が足りませ

んでした｡そのため､天然採苗を行った場合のア

カボヤの付着密度や付着値後のアカボヤの形態に

ついての知見を得ることを目的として､昨年度､

野付漁業協同組合の協力を得て､調査予定海域の

水深16m地点において予備試験を実施しました｡

試験方法は､アカボヤの産卵盛期と推定される10

月中旬～11月上旬の前後の期間に､約2週間ごと

に計5凶､採首器を設置 ･回収し､アカボヤの付

着を確認するというものです｡採甫器として､長

さ1mのマニラロープ (麻縄)を三つ編みにした

ものを用いました (写真 1)｡まだ全ての採苗器を

観察していないため､付着密度についての結果は

得られていませんが､一部の採苗器でアカボヤと

思われる生物を2個体確認することができました｡

この生物は全長約 1mmの円筒形で､体の末端はゝ

らは2つの管が出ているのが確認できました (写

真2)｡外観はアカボヤによく似ていますが､現時

点ではアカボヤと同定するまでには至っていませ

ん｡そこで､この生物をアカボヤと同定するため

- 1 9 1

桑田 稔

に2つの方法を考えています｡1つは､水槽内で

人工採苗したアカボヤと形態を比校する方法で､

もう1つは､この生物のDNAを､根室海峡に生息

しているアカボヤのDNAと比較する方法です｡前

者の方法では､アカボヤの受精卵が必要となり､

産卵盛期と推定される10月巾旬まで待たなくては

ならないため､後者の方法でこの生物がアカボヤ

であるかどうか調べてみようと考えています｡

写真1 試験に用いた採苗器

Jf--Jlr-I

管∠..:,了f.I

写真2 アカボヤ

アカボヤの採苗技術開発において､明るい第一

歩が踏み出せるよう､今回採集された生物がアカ

ボヤであることを願うとともに､今年度からスター

トした本試験が成功するように頑張っていきたい

です｡

(くわだ みのる ･資源増殖部)
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｢脱血処理による道産サケの高品質化｣研究始まります

本道のサケ漁業は､漁獲量が15万 トン､金額で

は400億円に達する重要な漁業であり､また､サケ

の水揚げに係わる漁網､施氷､燃料等の資材や流

過 (運送)､さらには加工品製造業にいたるまで､

多くの産業が関連することから､サケの生産量の

変動は本道経済に大きな影響を与えます｡

近年､養殖サケが大量に輸入されるなか､道産

サケの国内需要は伸び悩み､漁獲量の40%以上を

主に中国-輸出しているのが現状です｡しかし､

輸出需要は為替の変動や輸出先での人件費上昇な

ど不安定な要素を抱えています｡このため､本道

サケ漁業の経営安定には､道産サケの高品質化に

よる国内需要の確保 ･拡大が重要です｡

釧路水試

釧路水試
(水産肺化場)

辻 浩司 ･野俣 洋

平成18年10月の農水省 ｢国産水産物の消費など

に関する意識 ･意向調査結集｣によると､消費者

の90%は ｢安全 ･安心 ･旨い｣という理由から国

産品の購入を希望しています｡

そこで､今年度から3カ年の計画で､漁獲地の

優位性を発揮できる ｢脱血処理｣に着目し､道産

サケの高品質化を図る研究をスター トさせること

にしました｡この研究では､科学的評価に基づい

た高品質化技術を確立するとともに､船上で効率

的に脱血処理を行える装置を開発し､消費者に品

質の良い道産サケを安定的に供給するシステムの

確立を目指すことにしています｡

(つじ こうじ･加工部)

(のまた ひろし･加工部)

晶質向上の検証
･生鮮,加工原料としての
客観的な品質評価
･晶質.保存性の向上検証

脱血条件の確立
･客観的な脱血指標の検討
･最適な脱血条件の検討

工業試験場

釧路水試･工試

(標津町･標津漁協)

高品質･安定供給システムの確立
･漁獲～加工,流通の全体最適化
･システムの優位性検証

処理装置の開発･試作
･装置化の基礎データ集積
･把持,切削機構の検討

｢脱血処理による道産サケの高品質化と安定供給システムの開発｣
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～バイオフィルムについての基礎調査～

今年度から国立医薬品食品衛生研究所より受託

しました ｢衛生管理における食中毒菌のモニタリ

ング方法に関する研究｣が始まります｡この事菜

では､食品製造施設で見受けられる"バイオフィ

ルム"について基礎的研究を行います｡

さて､このバイオフィルム､聞き慣れない言葉

だと思いますが､実は私たちの身の回りでも目に

することができます｡例えば､台所やお風呂場な

どの水回りで見かける排水口周辺のヌメリがこれ

に該当します｡このヌメリを含めたバイオフィル

ムは複数種の細菌が集合したもので､表面に殺菌

剤を噴霧しても､その内部までには殺菌効果が及

ばないことが多いようです｡また､洗剤などでも

なかなかはぎ落とせないこともあるようです｡

食品製造施設などでは洗浄 ･･除菌を徹底して行っ

ていますが､ステンレス製作業台の脚の部分や､

製造機械のキャスターなど､普段なかなか目の届

かないところや､構造的に複雑になった部分など

にバイオフィルムが部分的に強く付着しているこ

とがあります (図1参照)0

図1 ステンレス製作業台に付着したバイオ

フィルム (矢印で示した茶褐色の汚れ)

これらバイオフィルムが付着した部分は値接､

食品と接触しない部分ですが､間接的に接する可

能性は十分考えられます｡また､バイオフィルム

-21-

北川 雅彦

がどのような細菌から構成されているのかも､よ

くわかっていません｡衛生管埋を徹底して行うた

めにも､バイオフィルムの特徴をよく知ることが

必要になります｡釧路水産試験場では､バイオフィ

ルムを採集して､それがどのような細菌から構成

されるのか､食中毒菌とどのような関係があるの

か､どのような方法により除去できるのかについ

て試験を行っていきます｡

(きたがわ まさひこ･利用部)
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組 織 図
属■■■■■■■■■■

調査船

塞

船 名 :北 辰 丸

総 屯 数:216屯

馬 力 :ディーゼル1,300馬力

船 賃 :網 船

竣 工 :平成元年1月31日

主 要 設 備 :ハイブリット航法装置(GPSなど)､

遠隔自動操縦装置､海上衝突予防装

置付レーダー(2台)､主送受信機､

二‥____二二~士≡二王

○総務-･般印顔を行っています｡

○会計一･般郁務を行っています｡

○試験研究の広報活動の企桝EU.lLl塩､試験榊死のための･TT'l報

収張､仰究ノ戊火の公表や報告及びその他企抑制鵜一般に

ついてのZrl一勝を行っています｡

o水成と水)717目安術普及指軌 rrとの祉絡T･utJ牧､矧 げ川勺な普及

括動.-u土J,Jfi-に対する訓査研究及び/k)nd三光普及指導nの指蝉
を行っています｡

○スケトウダラ､シシャモ等の魚類とケガニ等のI耶投准iの

生態､動態についての試験研究及び資弧の"参断､.iil'･イllEi､
管DJi技術についての試験研究を行っています｡

○サンマ､マサバ､マイワシ､イカ姫i等の回遊性浮魚の生

態､動態についての試峻研究及び賢城主の密動予洲技術と

独場形J戊製l榊こついての拭験棚兜を行っています｡

○先細細t光対象株であるウニ､ホッキガイ､マツカワ､ニ

シン3--'の魚介類のrlIllr.値成及び柾IrlLl-放流技術の1311･悦 につ

いての丁拭験研究を行っていますo

o有川資肋;主であるホッキガイ､アサリ､ホッカイエビ､コンプ

類の漁以造成技術の.jiげ巳についての.拭助川究及び水質Tや

底Jl-j:等の漁切喝■主境についての訳欣研究を行っています｡

○水JLiJf_.･:物の加工技術の改良と合D_J!化についての試験研究及

び水)-If=i物の食品素月化や新製品のE-ju発等の-))n二l二技術につ

いての訊版研究を行っています｡

○水避物の保蔵性を市める品質イ刺年及び流通技術について

試験研究を行っています｡

○/kJTLr(;)如来物の処即技術と11-仰物の阿収等利川技術の俳】苑

についての試験7iJI死を行っています｡

○水)_ill:':物のJj;i'料特性と有効栄鵜成分についての.拭験桝死を

才-1つています｡

○主にnj:束太平洋.WTJ城でサンマ､マサバ､マイワシ､イカ

敷､スケトウダラ等を対象とした各種汽抑lJ.EJ必及びWIJi杵

観iJlrJを行っていますO

貰.
t′九･

船舶電話､船内指令装置､サンマ棒

受網､イカ釣､流し網､底刺網､小型 トロール網､中層 トロール綱､潮流観測装置 (ドップラー式流向流速計)､

cTD測定装置､計量魚群探知機､スキャニングソナー､サイ ドルッキングソナー､ネットレコーダー､漁網監視装置
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北海道立釧路水産試験場

〒 0 85-0 0 24 釧 路 市 浜 町 2 番 6 号

電代話表 0 154 (2 3)6221
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釧 路駅 (根 室本線)か らバス (新富士線)

副港入口下車 徒歩5分､タクシー約6分

〒085-0027 釧 路 市 仲 浜 町4番 25号

電 話
加工部･利用部 0154(24)7083

ファックス

加工部･利用部 0154(24)7084
電話 ･ファックス兼用

普及指導員 0154(32)1740

釧路駅 (根 室本線)か らバス (新富士線)

寿4丁目下車 徒歩3分､タクシー約5分
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